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　　―関西電力よ、

                 古平・余市から出でよ！―

1

一
、三
省
庁
に
、「
要
望
書
」

提
出12

月
6
日
、
上
京
。

霞
が
関
の
三
省
庁
に
向
か
っ
た
。

「
農
水
省
（
林
野
庁
）」「
環
境
省
」「
経

済
産
業
省
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）」。

仁
木
・
余
市
両
町
の
「
風
車
を
考
え
る
会
」

と
「
全
国
再
エ
ネ
問
題
連
絡
会
」
の
共

同
代
表
と
共
に
訪
ね
た
。

か
く
も
道
と
市
町
村
を
飛
び
越
え
て

の
こ
の
場
面
は
、
本
来
有
り
得
な
い
好

機
だ
っ
た
。

林
野
庁
と
環
境
省
の
後
、
国
の
最
終

許
可
を
下
す
最
後
の
砦
。
そ
の
経
産
省
・

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
」
伊
藤
隆
庸
室
長

と
の
面
談
。
仁
木
・
余
市
町
の
１
７
，

９
１
６
筆
の
「
反
対
署
名
」
と
「
要
望

書
」
を
直
接
提
出
。
関
電
の
こ
と
、
仁

木
の
こ
と
、
地
方
で
の
細
か
い
話
に
も
、

室
長
は
耳
を
傾
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
取

ら
れ
る
。
逆
に
こ
ち
ら
が
、
そ
の
謙
虚

な
対
応
に
驚
か
さ
れ
た
ほ
ど
。
現
場
住

民
の
声
を
直
に
聞
か
れ
る
機
会
が
少
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

改定版



「
全
国
再
エ
ネ
問
題
連
絡
会
」
か
ら
は
、

事
業
の
為
「
保
安
林
解
除
規
制
を
求
め

る
」
約
2
５
，5
0
0
筆
の
署
名
と
要
望

書
を
林
野
庁
の
長
崎
屋
森
林
整
備
部
長

に
、
環
境
省
・
植
田
脱
炭
素
推
進
審
議
官
、

経
産
省
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長
に
も
、
各

要
望
書
を
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
会
見
の
場
を

提
供
し
て
下
さ
っ
た
、
共
同
代

表
の
室
谷
悠
子
弁
護
士
と
鈴
木

猛た
け
や
す康
山
梨
大
学
名
誉
教
授
は
じ

め
連
絡
会
の
方
々
に
は
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当
初
、
大

阪
関
西
電
力
本
社
に
署
名
を
渡

し
た
い
と
、
会
見
を
申
し
入
れ

る
も
断
ら
れ
た
。
こ
の
時
点
で
、

関
電
は
住
民
と
向
き
合
う
姿
勢

が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後

の
流
れ
が
、
む
し
ろ
新
た
な
る

展
開
を
形
成
し
た
結
果
だ
っ
た
。

二
、
仁
木
町
長
、
初

め
て
の
「
反
対
表
明
」

12
月
21
日
の
定
例
町
議
会
。
山

内
議
員
の
一
般
質
問
「
残
る
仁

木
南
部
地
域
へ
の
風
車
建
設
計

画
に
対
す
る
意
見
」。
佐
藤
町
長

が
「
好
ま
し
く
な
い
」「
賛
成
し

か
ね
る
」
と
い
う
、
中
立
か
ら

一
転
、
反
対
す
る
と
い
う
見
解
を
初
め

て
主
張
さ
れ
た
。

遂
に
、
こ
の
１
年
半
の
運
動
が
、
こ

の
一
言
に
よ
っ
て
、
実
を
結
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。

一ひ
と
ま先
ず
、
お
め
で
た
い
記
念
す
べ
き

吉
報
。
冬
至
の
年
替が

わ
り
に
相
応
し
い
。

　
こ
れ
で
春
に
は
、
正
式
に
北
海
道
知

事
宛
に
、
こ
の
意
見
書
を
提
出
し
て
頂

「国に直訴！」12 月 14 日付けの道新に掲載。

資源エネルギー庁  再生可能エネルギー
推進室にて

「全国再エネ問題連絡会」の各大臣への要望書

2まほろばだより No.5707 24-011 1/6



き
、
関
電
に
は
「
国
有
・
保
安
林
解
除

中
止
」
の
宣
言
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ

た
。し

か
し
、
所し

ょ
ご期
の
目
的
、
仁
木
町
南

部
（
銀
山
・
長
沢
・
尾
根
内
）
風
車
計
画
、

「
全
面
撤
退
」
に
至
る
ま
で
安
心
は
で
き

な
い
。

引
き
続
き
、
こ
の
活
動
は
、「
古
平
・

余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
更
に
、

北
後し

り
べ
し志
全
域
の
白
紙
撤
回
に
向
け
て
、

一
層
拍
車
を
か
け
て
行
く
ば
か
り
で
す
。
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三
、「
ヒ
ド
イ
ぞ
、
関

電
！
！
！
」

そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
関
西
電
力
が
、

16
日
仁
木
・
古
平
町
，
17
日
余
市
町
と
、

「
方
法
書
縦
覧
」
に
伴
い
、
付
帯
必
行
の

説
明
会
を
、
漸
く
本
町
役
場
で
開
催
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
弛た

ゆ

ま
ぬ
住
民
運
動
が

功
を
奏
し
て
か
、
1
2
0
名
を
越
す
参

加
者
で
、
会
場
は
異
様
な
熱
気
に
包
ま

れ
た
。

し
か
し
、
質
疑
応
答
で
は
、
一
切

マ
イ
ク
を
持
た
せ
ず
、
町
民
の
声
を
、

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
強
行
策
を
取
っ

た
関
電
。
ま
た
も
や
、
悪
の
謀
略
を
張

り
巡
ら
し
て
来
た
。
質
問
事
項
を
、
用

紙
に
書
か
せ
、
そ
れ
を
打
ち
直
し
た
の

か
、
前
以
っ
て
打
っ
た
の
か
、
定
か
で

な
い
文
章
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
解

説
。
細
大
漏
ら
さ
ず
取
り
上
げ
た
い
と

い
う
３
時
間
の
説
明
会
は
、
重
複
内
容

で
時
間
潰
し
。
一
方
的
に
関
電
側
の
主

張
で
押
し
切
ら
れ
た
。

初
め
て
の
参
加
者
の
反
応
も
、「
ヒ
ド

イ
ぞ
！　

俺
の
書
い
た
も
の
出
て
な
い

ぞ
‼　

お
前
ら
、
ま
く
し
立
て
る
ば
っ

か
り
で
、
俺
た
ち
が
言
い
た
い
こ
と
、

言
わ
せ
な
い
の
か
！
！
！
」
と
、
怒
号

と
咆ほ

う
こ
う哮
が
飛
び
交
っ
た
。

実
際
、
私
た
ち
周
囲
の
質
問
状
は
、

全
く
抹
殺
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
に

と
っ
て
「
不
都
合
な
真
実
」
だ
か
ら
だ
。

参
加
者
の
大
方
が
、
憤ふ

ん
ま
ん懣
や
る
か
た

な
き
不
満
を
口
に
し
て
、
会
場
を
後
に

し
た
。

却か
え

っ
て
策
が
裏
目
に
出
た
。
ま
さ
に
、

策
士
、
策
に
溺
れ
た
。

こ
の
非
民
主
的
な
説
明
会
は
、

国
内
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で

は
な
か
ろ
う
か
。

経
産
省
に
も
、
上
申
す
べ
き

違
反
行
為
だ
っ
た
。

関
電
は
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
に
抵
触
す
る
と
い
う
理
由

で
、質
疑
応
答
の
際
に
は
、メ
デ
ィ

ア
・
報
道
関
係
者
を
一
切
締
め
出

し
た
。し
か
し
、実
際
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
は
、
個
人
名
は
一
切
出
さ
な

か
っ
た
。
か
く
も
平
然
と
虚
言
を

言
っ
て
退の

け
る
。

や
は
り
、
関
電
は
、
信
頼
の
お

け
な
い
疑
惑
の
企
業
体
質
で
あ

る
こ
と
は
、
な
お
も
変
わ
ら
な

い
。
私
た
ち
は
改
め
て
、関
電
の
裏
側
を
、

ま
ざ
ま
ざ
と
見
た
思
い
だ
。

四
、
関
西
電
力
へ
、
メ
ッ

セ
ー
ジ

こ
こ
に
1
冊
の
本
が
あ
り
ま
す
。

『
関
西
電
力 

反
原
発
町
長 

暗
殺
指
令
』

証
拠
を
残
さ
な
い
為
、
狂
犬
に
体
を

食
い
ち
ぎ
ら
せ
る
と
い
う
身
の
毛
も
よ

『関西電力反原発町長暗殺指令』齊藤真著（宝島社刊）より 4まほろばだより No.5707 24-011 1/6



だ
つ
内
容
。
話
を
半
分
に
聞
い
て
も
、

火
の
な
い
所
に
煙
は
立
た
な
い
。

こ
の
時
、
高
浜
町
の
助
役
が
3
・

2
億
円
の
賄
賂
を
、
関
電
の
会
長
・
社

長
以
下
10
名
の
役
員
に
配
り
、
そ
れ
が

露
呈
し
て
土
下
座
し
た
醜
態
を
、
国
民

の
目
に
焼
き
付
け
た
こ
の
事
件
。

ま
た
、「
古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
計
画
」
の
発
表
か
ら
、
半

年
後
の
11
月
に
、
九
州
・
中
国
・
中
部

電
力
の
三
社
へ
の
カ
ル
テ
ル
騒
ぎ
。

関
電
は
、
誘
い
出
し
て
お
き
な
が
ら
、

ヤ
バ
イ
と
知
っ
て
自
分
は
中
抜
け
。
公

取
の
独
禁
法
で
、
三
社
は
1
0
0
0
億

円
超
の
課
徴
金
を
支
払
う
羽
目
に
。
当

然
、
三
社
は
関
電
を
提
訴
。
こ
う
い
う

非
道
を
平
気
で
行
え
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
１
月
に
は
、
競
合
他

社
の
顧
客
情
報
を
不
正
に
閲
覧
し
て
利

用
し
た
。

関西電力高浜原発　画像出典：Wikipediayori

画像出典：朝日新聞 https://www.asahi.com/

画像出典：朝日新聞 https://www.asahi.com/

画像出典：日本経済新聞 https://www.nikkei.com/
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「
法コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

令
遵
守
を
徹
底
す

る
」
と
口
先
で
再
宣
言

す
る
も
、
次
々
と
毎
月
、

新
聞
沙
汰
の
な
い
月
は

な
い
。
不
祥
事
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
、「
不
正
の
デ

パ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

で
返
事
。「
農
閑
期
に
行
う
」
と
の
約
束
。

12
月
10
日
の
銀
山
説
明
会
で
、
そ
れ

を
糺た

だ

す
と
、関
電
は
「
誰
も
聞
い
て
な
い
」

と
惚と

ぼ

け
る
の
み
。

こ
の
よ
う
に
書
面
は
、「
再
エ
ネ
事
業

本
部
」
と
だ
け
記
し
て
、
責
任
者
名
も
、

判
も
、
連
絡
先
も
記
し
て
い
な
い
。
不

誠
実
の
極
み
で
、
結
局
は
反ほ

ご故
。

関電からの回答書には、担当者名も印鑑も連絡先もない

2014/7/28 朝日新聞トップ（田中、三木、福田、大平、鈴木、中曽根、竹下各首相）

2023/2/21 朝日新聞より

「
ま
さ
か
、
ま
さ
か
、
ま
さ
か
」
の
坂

を
上
り
詰
め
た
一
大
企
業
は
、
倫
理
も

道
徳
も
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
自
然
の
風

土
と
共
に
、
企
業
風
土
も
荒
れ
果
て
た
。

昨
年
9
月
22
日
、
当
会
か
ら
住
民
説
明

会
の
要
望
書
。
内
容
証
明
と
配
達
証
明

ま
で
つ
け
て
郵
送
。
10
月
20
日
に
書
面

6まほろばだより No.5707 24-011 1/6

片や、HSE の書面には社長名と印が。下方には担当者名と連絡先が記されている。



同
じ
く
、
9
月
27
日
、

仁
木
商
工
会
議
所
に
て
津

司
康
雄
会
長
に
3
時
間
の

説
明
。
全
体
説
明
会
を
求

め
る
と
、
11
月
頃
の
農
閑

期
に
と
の
約
束
。
こ
れ
も
、

同
じ
く
、
反
故
。

ま
た
も
や
、
今
年
6
月

9
日
、
関
電
か
ら
の
赤
井

川
村
の
藤
門
代
表
へ
の
返

信
も
同
様
に
反
故
。

11
月
19
日
に
村
で
行
わ
れ
た
H
S
E

日
立
の「
配
慮
書
」前
の
段
階
の
説
明
会
。

6
月
6
日
付
け
で
、
石
田
桂
社
長
直
々

の
署
名
と
捺
印
を
以
て
会
の
要
請
に
応

え
て
い
た
。
こ
れ
は
誠
実
と
い
う
よ
り

社
会
常
識
・
企
業
責
任
と
言
う
も
の
で

あ
る
。

17
日
の
余
市
町
の
説
明
会
。
同
じ
日

の
同
じ
時
間
帯
、
同
じ
公
民
館
に
て
、

町
で
初
め
て
の
「
開
か
れ
た
議
会
」
懇

談
会
。
之こ

れ

を
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
ぶ

つ
け
て
開
い
た
。
後
半
に
、
参
加
議
員

一
人
。
町
民
も
少
な
く
、
参
加
者
は
仁

木
の
半
分
。
何
と

い
う
姑こ

そ
く息
な
手
段

か
。

小
さ
な
約
束
を
守
れ
な
い
企

業
が
、
大
き
な
約
束
を
守
れ
る

は
ず
が
な
い
。

何
を
言
っ
て
も
、
信
じ
ろ
と
言
う
の

が
無
理
。
一
か
ら
十
ま
で
信
じ
ら
れ
な

い
。こ

の
よ
う
に
、
キ
レ
イ
ご
と
の
説
明

会
。
次
々
と
御ご

た
く託
を
並
べ
ら

れ
て
も
、
心
に
届
か

な
い
。
嘘
と
し
か
聞

こ
え
な
い
。
上う

わ
べ辺
を

繕つ
く
ろ

っ
て
も
、　

メ
ッ

キ
が
剝
が
れ
る
だ
け

だ
。

こ
こ
に
、
今
回
配
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
関
電
の
社
是
が
あ
る
。
そ
こ
に
、

「
あ
た
り
ま
え
」を
守
り
、創
る

と
あ
り
、

公
正
×
誠
実
×
共
感
×
挑
戦

を
大
切
に
、
と
う
た
っ
て
い
る
。

誰
が
、
こ
れ
を
信
じ
よ

う
か
。

今
回
、
目
の
前
の
、
当

た
り
前
の
約
束
を
破
っ

て
お
い
て
、
守
る
べ
き

当
た
り
前
と
は
何
な
の

か
。こ

れ
が
、
大
企
業
の
公

正
な
の
か
。
誠
実
な
姿
勢

な
の
か
。
共
感
す
る
仕
事

な
の
か
。
何
に
挑
戦
す
る

の
か
。
間
違
い
な
く
利
権
に
挑
戦
す
る

の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
大
義
名
分
を
、
臆お
く
め
ん面
も

な
く
世
間
に
晒さ

ら

す
こ
と
自
体
、
恥
ず
か

し
い
と
思
わ
な
い
の
か
！
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https://ja.foursquare.com/

日
本
は
、「
恥
を
知
る
」
と
い
う
礼
儀

節
義
の
国
。
京
阪
に
居
な
が
ら
、
そ
の

心
の
伝
統
文
化
に
悖も

と

る
で
は
な
い
か
。

12
月
6
日
、
我
々
は
上
京
し
て
経
産
省

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
長
」
に
、

仁
木
・
余
市
の
反
対
署
名
１
７
，9
1
6

筆
を
提
出
。
関
電
の
こ
と
、仁
木
の
こ
と
、

事
細
か
に
伝
え
、
そ
れ
を
聞
い
て
く
だ

さ
っ
た
。
経
産
省
か
ら
何
ら
か
の
勧
告

が
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
。

あ
な
た
方
は
給
料
を
も
ら
っ
て
の
仕

事
だ
が
、
町
の
人
た
ち
は
、
な
け
な
し

の
金
と
時
間
を
捨
て
て
、
町
を
守
り
た

い
、
子
孫
を
守
り
た
い
と
、
命
を
張
っ

て
運
動
し
て
い
る
。
そ
れ
が
日
本
全
体

を
守
る
事
と
信
じ
て
。

こ
の
北
海
道
下くん
だり
ま
で
来こ

ず
と
も
、

本
社
の
あ
る
大
阪
の
中
之
島
の
川
沿
い

に
1
0
0
基
で
も
1
0
0
0
基
で
も
、

気
の
済す

む
ま
で
風
車
を
建
て
た
ら
イ
イ
。

あ
の
京
都
嵐
山
の
頂
に
建
て
て
、
新

た
な
観
光
名
所
に
す
れ
ば
イ
イ
。

比
叡
山
の
尾
根
に
並
べ
て
、
延
暦
寺

と
競き

そ

わ
せ
た
ら
イ
イ
。

人
の
汚け
が

れ
た
手
に
よ
る
千
年
の
古
都

よ
り
、
人
の
手
に
染
ま
ら
ぬ
万
年
の
天

然
林
、
そ
し
て
名
も
な
き
自
然
林
こ
そ

国
の
宝
、
日
本
人
の
魂
、
私
た
ち
は
抱

い
て
そ
れ
を
守
る
。

「
古
平
・
余
市
」
そ
し
て
「
仁
木
」
の

関
電
の
計
画
が
、
全
面
撤
退
、
白
紙
撤

回
す
る
ま
で
、
何
処
ま
で
も
、
何
時
ま

で
も
、反
対
し
て
行
く
。
阻
止
し
て
行
く
。

住
民
は
、
覚
悟
し
て
ま
す
。

8まほろばだより No.5707 24-011 1/6
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「北海道環境審議委員会」メンバー表

五
、「KAN

SO

テ
ク
ノ
ス
」

の
驚
く
べ
き
実
態

11
月
22
日
か
ら
始
ま
り
一
ヶ
月
で
終

了
し
た
、
あ
の
何
百
頁
に
も
わ
た
る
分
厚

い
「
方
法
書
」
縦
覧
。
あ
れ
を
役
場
の

片
隅
で
、
立
ち
見
で
読
ん
で
、
コ
ピ
ー
も
、

写
真
も
禁
止
。
ど
う
読
み
込
め
る
の
か
。

H
P
公
開
と
い
う
も
、
ネ
ッ
ト
の
出
来

な
い
お
年
寄
り
は
ど
う
す
る
の
か
。

そ
の
「
方
法
書
」
第
８
章
【
環
境
影

響
評
価
書
】
を
委
託
し
た
事
業
者
が
「
㈱

K
A
N
S
O
テ
ク
ノ
ス
」。
何
と
、
関

西
電
力
の
子
会
社
だ
っ
た
の
だ
。 

既

に
、
出
来
レ
ー
ス
な
の
だ
。

2
0
2
0
年
7
月
22
日
の
中
日
新
聞

の
記
事
で
、「
K
A
N
S
O
テ
ク
ノ
ス

は
、
あ
の
福
井
県
原
発
関
連
の
金
品
授

受
の
問
題
で
不
祥
事
が
発
覚
。
発
覚
し

た
当
時
、
福
井
県
知
事
は
定
例
会
見
で

「
今
回
の
よ
う
な
こ
と
が
出
て
く
る

限
り
、
立
地
地
域
と
の
信
頼
関
係
は

築
け
な
い
」
と
厳
し
く
批
判
。」 

さ
ら
に
、「
2
0
2
1

年
に
も
K
A
N
S
O
テ

ク
ノ
ス
は
社
員
６
名
が
必
要
な
実
務
経

験
を
積
ん
で
い
な
い
の
に
施
工
管
理
技

士
の
国
家
資
格
を
不
正
に
取
得
し
て

い
た
と
発
表
し
、
最
終
的
に
関
西
電
力

グ
ル
ー
プ
全
体
で
1
9
7
名
に
ま
で

及
ん
だ
。」

こ
ん
な
賄
賂
も
噓
も
、
罷ま

か

り
通
っ
て

い
る
調
査
会
社
の
「
方
法
書
」
を
、
信

用
で
き
よ
う
か
。
い
や
、
そ
も
そ
も
再

エ
ネ
実
現
の
た
め
に
、
大
幅
に
「
再
エ

ネ
特
別
措
置
法
」
を
規
制
緩
和
し
た

環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
自
体
、

信
用
出
来
か

ね
る
。
庶
民

素
人
が
検
証

出
来
よ
う
も

な
い
図
表
や

数
値
を
見
て
、

さ
も
真
実
紛ま

が

い
の
調
査
報
告
に
見
え
る

が
、
都
合
の
良
い
所
だ
け
を
切
り
取
っ

て
い
る
。

「
日
本
自
然
保
護
協
会
」
の
役
員
が
、

い
み
じ
く
も
宗
谷
地
域
の
ア
セ
ス
の
使

い
回
し
を
暴
露
し
た
が
、
そ
れ
が
真
相

で
あ
る
。

六
、
各
「
産
学
官
」
に
問
う

「
北
海
道
環
境
審
査
委
員
会
」
は
、
道

に
依
託
さ
れ
た
学
術
審
査
の
諮
問
機
関

で
、「
環
境
基
本
計
画
の
策
定
」
な
ど
環

境
保
全
に
関
す
る
調
査
審
議
を
す
る
。

主
に
道
内
の
大
学
教
授
た
ち
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
知
人
も

お
り
、
委
員
会
に
、
こ
れ
ま
で
仁
木
の

現
状
と
反
風
車
の
訴
え
を
書
面
で
書
き

送
っ
た
が
、
全
く
の
梨な

し

の
礫
つ
ぶ
て
、
受
け
取

り
の
返
答
さ
え
な
か
っ
た
。
こ
の
対
応

に
、
委
員
会
の
体
質
を
見
た
思
い
が
し

て
、
甚

は
な
は
だ
残
念
で
あ
っ
た
。 

主
要
な
メ
ン
バ
ー
の
恩
師
は
、「
そ
の

席
に
汲
々
と
す
る
こ
と
な
く
、
真
理
希
求

の
学
徒
に
恥
じ
ぬ
公
明
正
大
に
し
て
清
廉

潔
白
な
る
調
査
研
究
を
求
め
た
い
」
と
、

コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
深
い
。

浜田元高浜町長、環境総合テクノス顧問

9

仁木役場に置かれた方法書縦覧

画像出典：日本経済新聞 https://www.nikkei.com/ より



関電子会社元社長、４００万円相当の商品
券受領　「過去のこと」第三者委に報告せず

　関西電力の役員らの金品受領問題で、関電は２２日、
子会社「ＫＡＮＳＯテクノス（旧環境総合テクノス）」（大
阪市）の今井武元社長と元幹部の２人が福井県高浜町の
元助役、森山栄治氏（故人）から４００万円相当の商品
券などを受領していたと発表した。内部通報で判明し、
関電が調査していた。受け取った本人や問題を把握して
いた子会社の役員２人はいずれも関電が設置した第三者
委員会に報告していなかった。
　関電によると、今井氏は社長在任中の平成１５年から
２４年にかけ、会食後に菓子と一緒に商品券を受け取る
などして４００万円相当を受領。元幹部は現金計４万円
を受け取った。今井氏は３００万円分を商品券などで返
却したり、寄付したりするなどし、残り１００万円分を
後任の中山崇前社長に引き継いでいたという。
　今井氏は第三者委の調査の対象外で、中山氏は病気療
養を理由に調査に応じていなかった。…（後略）

【産経新聞 2020/7/22 付けより】

グループ、約 200 人が国家資格を不
正取得原発工事にも関与
 
　関西電力は 20 日、グループ全体で社員 180
人と退職者 17 人が、国
家資格の施工管理技士を
不正に取得していたと発
表した。必要な実務経験
が不足していた。不正取
得者が関わっていた工事は計 56 件で、うち 15
件が原発関連の工事だった。
•「お互いに尊重し合いましょう」　関電役員ら
電力カルテル主導か
　内部告発を受けて昨年 7 月、子会社の社員 6
人の不正取得が明らかになり、第三者委員会が
調査していた。不正取得はグループ 11 社に及
ぶ。実務経験の年数が足りていると思い込んだ
り、要件を満たしていると偽ったりして電気工
事 1 級などの試験を受けて合格していた。…（後

略）　【朝日新聞 2022/12/20 付けより】

教
育
大
学
名
誉
教
授
ら
の
自
ら
の
足
で

歩
い
た
地
道
な
調
査
結
果
だ
っ
た
。
あ

の
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
と
同
じ
脆

弱
な
地
盤
と
、
有
害
重
金
属
が
含
有
す

る
地
質
。「
土
砂
崩
れ
が
い
つ
何
時
で
も

起
こ
り
得
る
危
険
性
が
あ
る
」
と
、
強

く
警
告
を
発
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、
今

回
の
仁
木
町
が
外
さ
れ
た
間
接
的
訴
え

に
も
な
っ
た
。

審
議
委
員
会
に
お
い
て
も
、
多
く
の

大
学
関
係
者
が
居
ら
れ
る
の
に
拘
わ
ら

ず
、
何
故
そ
の
周
到
な
る
踏
査
が
無
い

の
か
、
発
表
が
無
い
の
か
。
国
策
に
追

従
容
認
す
る
だ
け
の
諮
問
機
関
に
疑
義

を
呈
し
た
い
。
須す

べ
か
ら
く
産
学
官
と
も
に
、

襟
を
正
す
べ
き
大
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
、「
保
安
林
解
除
」
は

隣
町
の
合
意
が
必
要

町
の
将
来
、
住
民
の
安
寧
を
考
え
る

べ
き
首
長
。

何
事
も
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
、
思
慮

迫俊哉小樽市長と
岡村聡北海道教育
大学名誉教授

今
、
世
間
を
騒
が
し
て
い
る
自
民
党

の
裏
金
問
題
。
実
は
、
そ
の
発
端
と
な
っ

た
の
が
、
神
戸
学
院
大
学
の
上
脇
博
之

教
授
の
地
道
な
る
調
査
報
告
だ
っ
た
。

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
を
丹
念
に
調

べ
上
げ
、
6
0
0
0
万
円
に
及
ぶ
不
記

載
を
発
見
し
、
刑
事
告
発
。
そ
し
て
、

忖
度
な
き
東
京
地
検
の
徹
底
的
捜
査
で

立
件
を
望
ん
だ
。
正
に
、
た
っ
た
一
人

の
教
授
の
努
力
が
、
派
閥
崩
壊
、
自
民

の
屋
台
骨
ま
で
も
揺
る
が
す
原
動
力
と

な
っ
た
。

昨
秋
、
迫

は
ざ
ま

俊
哉
小
樽
市
長
が
「
総
意

と
し
て
、
是
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
、
鈴
木
知
事
に
㈱
双
日
の
大
規
模
風

車
発
電
計
画
に
、「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け

た
電
撃
会
見
。
直
後
、双
日
の
中
止
発
表
。

そ
の
切
掛
け
と
な
っ
た
の
が
、
当
会
学

習
会
で
も
講
演
さ
れ
た
岡
村
聡

さ
と
し

北
海
道画像出典：https://www.tv-osaka.co.jp/news/
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分
別
し
て
事
の
決
定
に
至
る
べ
き
が
、

重
職
を
付
託
さ
れ
た
長
の
責
で
あ
り
、

任
で
あ
る
。

「
古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
」
事
業
が
、
未
だ
公
然
と
し
な
い
令

和
4
年
の
8
月
。
北
海
道
鈴
木
知
事
に

対
し
、「
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
に
係
る

意
見
に
つ
い
て
（
回
答
）」
で
、以
下
「
令

和
４
年
（
2
0
2
2
年
）
6
月
2
日
付

け
環
境
第
３
１
７
号
で
照
会
の
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
な
し
の
旨
回
答

い
た
し
ま
す
」
と
の
一
行
文
の
回
答
を

し
た
、
成
田
昭
彦
古
平
町
長
。

こ
れ
に
よ
り
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
生
活
ク
ラ
ブ
」
所
有
の
歌
棄
地
区

風
車
4
基
に
連
続
さ
せ
る
の
は
容
易
で

あ
る
。
ブ
レ
ー

ド
や
資
材
運

搬
、
工
事
車
両

の
通
行
な
ど
好

都
合
に
し
て
安

価
に
つ
く
絶
好
の
条
件
適
地
は
な
い
。

か
く
保
安
林
解
除
も
時
の
問
題
と
思

わ
れ
た
矢
先
、
令
和
５
年
3
月
9
日
の

古
平
町
議
会
に
お
い
て
、
真し

ん
か
い貝
政
昭
議

員
が
、「
こ
の
狭
い
古
平
の
行
政
区
域
の

稜
線
に
沿
っ
て
、
さ
ら
に
奥
深
く
道
路

が
開
拓
さ
れ
て
、
巨
大
な
風
車
を
建
て

る
た
め
に
、
広
域
に
ま
た
が
る
保
安
林

の
解
除
が
問
題
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、「
当
丸
峠
を
越
え
て
神
恵
内

に
通
じ
る
9
9
8
号
線
が
切
り
開
か
れ

た
地
滑
り
地
帯
。
平
成
22
（
2
0
1
0
）

年
に
こ
の
地
域
の
奥
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

あ
っ
て
、
古
平
川
が
氾
濫
し
た
。
気
候

変
動
の
急
変
で
、
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
時
代
に
入
っ
た
。
古
平
川
は

チ
ョ
ッ
と
し
た
変
化
で
急
変
す
る
。
川

の
氾
濫
は
漁
業
に
も
影
響
す
る
。
ま
た
、

大
量
の
土
砂
が
掘
削
さ
れ
る
、
残
土
処

理
の
問
題
も
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
で

不
適
土
と
い
う
同
じ
土
。
ど
こ
に
始
末

さ
れ
る
の
か
。
町
民
に
す
れ
ば
命
と
財

産
に
関
わ
る
問
題
が
こ
の
保
安
林
の
解

除
に
よ
っ
て
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。」
と
質
問
し
た
。

成
田
昭
彦
町
長
は
、「
ま
ず
も
っ
て
今
、

関
西
電
力
で
計
画
し
て
い
る
場
所
は
、

保
安
林
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題 

が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
今
３
町
に

ま
た
が
る
わ
け
で
、
そ
の
３
町
長
の

同
意
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
余
市
、

仁
木
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
ど
う
い

う
形
が
い
い
の
か
、
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
‥
‥
‥
」
と
、
こ
れ

に
答
え
た
。

仁
木
が
関
電
の
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

事
業
か
ら
抜
け
た
今
、
古
平
・
余
市
両

町
長
が
「
保
安
林
解
除
」
を
し
な
い
こ

と
を
強
く
求
め
た
い
。

 

A 緑線：「生活クラブ」所有の現存風車 4 基。
B 黄線：山道。ブレードなどの資材を運べる道が既についている。これほど好都合で安上がり
　　　  な 条件はない。
C 赤線：山道の延長上に今回計画の風車建設予定地。

 

 

平成 22 年古平川氾濫　画像出典：北海道庁 HP より

成田昭彦古平町長と配慮書に対する回答書

事
態
が
急
変
し
て
い
る
昨
今
、
安
直

な
る
解
除
声
明
に
よ
り
、
末
代
ま
で
迂う

愚ぐ

の
判
断
を
揶や

ゆ揄
さ
れ
、
責
を
問
わ
れ

ぬ
よ
う
慎
ま
れ
た
い
。

A

B

C
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